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～煌く海、瞳輝く、実りのまち～
きらめ

●平成31年度一般会計当初予算
●がん検診を受診しましょう
●子育ち掲示板
●子どもの健康相談室
●小豆島町機構図
●英語で小豆島を紹介しよう
●働く婦人の家講座募集
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！私の提言

「ナンバーワンの
オリーブオイルを目指して」

～ 日本オリーブオイル品評会 ～
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　今年度の当初予算は、前年度に比べて、18 億２千万円（23％）増の 97 億５千４百万円となっ
ています。これは、平成 30 年度当初予算が、大きな社会資本整備費等を除いた骨格予算であった
こと、また、今年度は一般廃棄物最終処分場の本体工事の着手が行われること等によるものです。
　今月号では、「人が集い、元気なまち」を目指す施策として５つの柱を中心に予算を紹介します。
先月号の平成 31 年度施政方針と一緒にご覧いただければ、よりご理解いただけると思います。

平成31年度

一般会計当初予算　97億5,400万円

「人が集い、元気なまち」を目指して
～新しい時代の幕開け　新しい時代のまちづくり～

Ⅰ.健康・福祉のまち

Ⅲ. 産業のまち

Ⅱ. 定住・交流のまち

Ⅳ. 教育・文化のまち

◆小豆島中央病院の運営支援
　　　　　　　　　　　 301,342千円
◆人材確保のための保健医療福祉関係職修学
　資金　　　　　　　　　 10,440千円
◆災害時に支援を必要とする方が避難できる
　福祉避難所を整備　　　　3,000千円
◆子育てサポートとして産婦健診・産後ケア
　事業を開始　　　　　　　1,365千円
◆重度心身障害者医療費助成の対象者の拡充
　　　　　　　　　　　　　6,977千円
◆土庄町と連携した医療・福祉関係職の人材
　確保と育成の推進　　　　2,426千円

◆農業政策の核となる農業振興地域整備計画
　の策定     　　　　　　　 3,899千円
◆漁業の再生に向けた漁業振興対策の推進
　　　　　　　　　　　　　1,400千円
◆オリーブトップワンプロジェクトの推進
　　　　　　　　　　　　　2,429千円
◆地場産業の担い手の育成に向けた「中川塾」
　の開講   　　　　　　　　2,660千円
◆スーパーマーケットトレードショー出展に
　よる地場産業PR事業　　　2,546千円
◆4度目となる瀬戸内国際芸術祭2019の開催          
　　　　　　　　　　　　 47,910千円

◆自治会集会所の機能強化に向けた助成制度
　の開始　　　　　　　　　2,000千円
◆雨水浸水対策に向けた管理総合計画の策定
　　　　　　　　　　 　　20,370千円
◆歩行者の安全確保を図る危険ブロック塀の
　撤去費の支援　　　　　　3,200千円
◆一般廃棄物の最終処分場の整備工事に着手
　　　　　　　　　　　1,250,062千円
◆東京圏からのUターン移住者の支援
　　　　　　　　　　　　　5,000千円
◆小豆島中央高校にバス通学する学生への助成
　　　　　　　　　　　　　2,800千円

◆老朽化した苗羽小学校のトイレ改修
　　　　　　　　　　　　　7,000千円
◆小学校の英語教科化に向けた環境整備
　　　　　　　　　　　　　3,736千円
◆小・中学校への通級指導員の充実
　　　　　　　　　　　　　5,824千円
◆第2期すくすく子育ち応援アクションプラン
　の策定    　　　　　　　　　372千円
◆コミュニティ施設である草壁公民館の屋根
　等の改修　　　　　　　 20,296千円
◆歴史文化基本構想の策定に向けた取り組み      
　　　　　　　　　　　　　　435千円
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◆ タブレットによるペーパーレス議会システムの導入　　3,908千円
◆ 職員研修の励行など人材育成の強化　　　　　　　　　2,498千円

私たち一人あたりに使われる金額　69万8,410円のうち町が賄える金額　20万2,420円
※H31. 4. 1 住民基本台帳人口 13,966人および自主財源により算出しています。

問い合わせ先　企画財政課　☎82−7000

（単位は百万円、百万円未満は四捨五入）
　※端数処理の関係上、数値が合わない場合があります。

○一般会計　歳入歳出予算グラフ

Ⅴ. 行財政改革の推進

　　義務的経費
　　　　3,707
　　　（38.0％）

自主財源
　　2,827
　　　（29.0％）

依存財源
6,927（71.0％）

　　　　その他の
　　　　経費
　　　4,025
　　（41.3％）

人件費1,605
（16.5％）

町税1,502
（15.4％）

町債1,274
（13.1％）

国庫支出金
1,002（10.3％）

県支出金
551

　（5.7％）

地方交付税3,710（38.0％）

繰入金495（5.1％）

諸収入326（3.3％）

繰入金495（5.1％）

諸収入326（3.3％）

使用料及び手数料207
　　　　　　　（2.1％）
使用料及び手数料207
　　　　　　　（2.1％）

分担金及び負担金
52（0.5％）

その他30（0.3％）

公債費
1,200

（12.3％）

扶助費
902

（9.2％）

補助費等
1,445

（14.8％）

物件費
1,420

（14.6％）

繰出金
777

（8.0％）

積立金66（0.7％）

その他58（0.6％）

普通建設事業費
2,019（20.7％）

災害復旧費3（0.0％）

投資的経費
2,022

（20.7％）

貸付金259（2.7％）地方消費税交付金
281（2.9％）

その他の交付金
46（0.5％）

地方譲与税63（0.7％）

寄付金111（1.1％）

財産収入105（1.1％）

歳入 歳出

　　義務的経費
　　　　3,707
　　　（38.0％）

自主財源
　　2,827
　　　（29.0％）

依存財源
6,927（71.0％）

　　　　その他の
　　　　経費
　　　4,025
　　（41.3％）

人件費1,605
（16.5％）

町税1,502
（15.4％）

町債1,274
（13.1％）

国庫支出金
1,002（10.3％）

県支出金
551

　（5.7％）

地方交付税3,710（38.0％）

繰入金495（5.1％）

諸収入326（3.3％）

繰入金495（5.1％）

諸収入326（3.3％）

使用料及び手数料207
　　　　　　　（2.1％）
使用料及び手数料207
　　　　　　　（2.1％）

分担金及び負担金
52（0.5％）

その他30（0.3％）

公債費
1,200

（12.3％）

扶助費
902

（9.2％）

補助費等
1,445

（14.8％）

物件費
1,420

（14.6％）

繰出金
777

（8.0％）

積立金66（0.7％）

その他58（0.6％）

普通建設事業費
2,019（20.7％）

災害復旧費3（0.0％）

投資的経費
2,022

（20.7％）

貸付金259（2.7％）地方消費税交付金
281（2.9％）

その他の交付金
46（0.5％）

地方譲与税63（0.7％）

寄付金111（1.1％）

財産収入105（1.1％）

歳入 歳出

災害に備えた防災訓練

海の生き物とふれあう地引網体験
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人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
方
へ

　

年
度
途
中
に
75
歳
に
な
ら
れ

る
方
に
は
、
誕
生
日
ま
で
に
、

被
保
険
者
証
を
香
川
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
特
定

記
録
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
誕
生
日
以
降
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
で
加
入

さ
れ
る
方
の
資
格
取
得
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
保
険
料
に
つ
い
て

　

加
入
当
初
は
、
納
付
書
（
普

通
徴
収
）
で
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
保
険
料
の
額

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
国
民

健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方
を

対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度

を
実
施
し
ま
す
。

　

定
期
的
に
検
査
を
行
う
こ
と

で
、
健
康
の
確
認
、
病
気
の

早
期
発
見
・
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　

保
険
税
（
料
）
を
滞
納
し
て

い
な
い
40
歳
以
上
の
国
民
健
康

保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者

※
入
院
、
入
所
中
の
方
、
今
年

度
中
に
健
康
診
断
や
特
定
健
診

を
受
け
た
（
受
け
る
）
方
は
除

き
ま
す
。

受
診
医
療
機
関

◦
小
豆
島
中
央
病
院

◦
牟
礼
病
院

※
今
年
度
か
ら
池
田
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。

検
査
内
容

　

標
準
の
検
査
と
し
て
、
血
液

検
査
・
肝
機
能
検
査
・
胸
部
Ｘ

線
・
心
電
図
・
腹
部
超
音
波
・

胃
カ
メ
ラ
も
し
く
は
胃
透
視
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

は
、
資
格
取
得
日
を
含
む
月
か

ら
月
割
り
で
算
定
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
か

ら
の
引
き
落
と
し
ま
た
は
口
座

振
替
に
な
っ
て
い
た
方
で
も
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

さ
れ
た
当
初
は
、
納
付
書
で
の

お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

●
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

町
職
員
な
ど
を
装
い
、「
医

療
費
や
保
険
料
を
還
付
す
る
」

と
伝
え
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
を

振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
詐
欺

事
件
が
県
内
で
も
未
だ
に
多
発

し
て
い
ま
す
。
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
や
左
記
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

【
資
格
に
関
す
る
こ
と
】　　

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課　

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合　

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
１
８
６
６

【
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
】

◦
税
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
３

　

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
Ｃ

Ｔ
、
前
立
腺
が
ん
検
査
、
子
宮

頸
が
ん
検
査
、
乳
が
ん
検
査
も

選
択
で
き
ま
す
が
、
医
療
機
関

に
よ
っ
て
は
実
施
で
き
な
い
検

査
が
あ
り
ま
す
。

費
用

　

標
準
検
査
の
９
割
を
助
成
し

ま
す
の
で
、
自
己
負
担
額
は

３
，６
０
０
円
程
度
で
す
。

※
標
準
以
外
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
を
受
け
た
場
合
、
費
用
の
上

乗
せ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
印
鑑
と
５
月
末
頃
に
送

付
す
る
特
定
健
康
診
査
受
診
券

ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

受
診
券
を
持
参
の
上
、
健
康
づ

く
り
福
祉
課
ま
た
は
池
田
窓
口

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
８

事　由 資格取得日

75歳になられる方 誕生日

転入 転入により住所を定めた日

生活保護の停止または廃止 停止または廃止となった日

障害認定（※）
後期高齢者医療広域連合
の認定を受けた日　

※65歳から74歳までの一定の障がいがある方
　（障害認定を受けるには申請が必要です）

豆
イ
チ
＆
無
人
島

Ｂ
Ｂ
Ｑ 

２
０
１
９

開
催

　

小
豆
島
を
一
周
す
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
「
豆
イ
チ
＆
無
人

島
Ｂ
Ｂ
Ｑ
２
０
１
９
」
は
、

当
日
の
朝
8
時
に
オ
ー
キ
ド

ホ
テ
ル
の
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
出
発
し
、
約
40
名

の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
南
回
り

に
小
豆
島
を
走
行
し
ま
す
。

安
全
な
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
努

め
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

5
月
12
日
㈰

　
　
　

８
時
～
16
時
30
分

場
所　

オ
ー
キ
ド
ホ
テ
ル 

　

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

～
小
豆
島
一
周

問
い
合
わ
せ
先

　

豆
イ
チ
＆
無
人
島
Ｂ
Ｂ
Ｑ

　

実
行
委
員
会

　
（
土
庄
町
企
画
課
内
）　

☎
62
︱
７
０
１
４

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。
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がん検診を受診しましょうがん検診を受診しましょう
　早期発見・治療のため、がん検診は定期的に受けましょう。下
記の予定で実施しますので、受診を希望される方は 5 月 10 日㈮ま
でに健康づくり福祉課（☎�82＿7038）へお申し込みください。
　その他のがん検診については、実施時期が近づきましたら町広
報でご案内します。

《 胃がん検診 》　
　平成 30 年度に受診した方は、申し込み不要です。申し込みがなくても、町からご案内します。

《 乳がん超音波検診 》　
　平成 29 年度に受診した方は、申し込み不要です。申し込みがなくても、町からご案内します。
　2年に 1度の検診ですので、平成 30 年度に受診した方は対象外です。

※12 月にもイマージュセンターで実施予定です。

※12 月にも両会場で実施予定です。

内　容 対象者 自己負担金

胃部
X線撮影

40歳以上
1,600 円

（生活保護世帯の
方は無料です）

超音波
30歳代の
女性

1,200 円
（生活保護世帯の
方は無料です）

実　施　日

6月 18日㈫

6月 19日㈬

6月 20日㈭

8：30～ 10：30

8：30～ 11：00

9：00～ 10：30

6 月 21日㈮

6月 24日㈪

二生公民館

草壁公民館

福田公民館

イマージュセンター

イマージュセンター

内海福祉会館

小豆島町役場西館
１階保健センター

8：30～ 11：00

9：00～ 11：30
13：00～ 15：30

7 月 16日㈫

7月 1日㈪

7月 2日㈫

7月 3日㈬

時　　　間 場　　　所

内　容 対象者 自己負担金 実　施　日 時　　　間 場　　　所

《 子宮頸がん検診 》　
　平成 29 年度に受診した方は、申し込み不要です。申し込みがなくても、町からご案内します。
　2年に 1度の検診ですので、平成 30 年度に受診した方は対象外です。

※12 月にもイマージュセンターで実施予定です。

子宮頸部
細胞診

20歳以上の
女性

1,300 円
（生活保護世帯の
方は無料です）

内海福祉会館

草壁公民館

イマージュセンター

9：00～ 11：30
13：00～ 15：00

9：00～ 11：00

9：00～ 11：30

7 月 17日㈬

7月 18日㈭

7月 19日㈮

内　容 対象者 自己負担金 実　施　日 時　　　間 場　　　所

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。
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介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
・

介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

『
オ
リ
ー
ブ
健
康
塾
』
受
講
生
募
集

　

高
齢
者
が
元
気
で
過
ご
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
ご
近

所
の
方
へ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
高
齢
に
な
っ
て
も
、

支
え
、
支
え
ら
れ
る
人
が
い
る

こ
と
は
心
強
い
も
の
で
す
。
豊

か
な
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、

仲
間
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
だ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
み
た
い
と
い
う

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

内
容　

認
知
症
予
防
や
お
口
の

健
康
、
運
動
な
ど
介
護
予

防
の
基
本
講
座
の
ほ
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

コ
ツ
、
地
域
で
の
支
え
合

い
に
つ
い
て
の
座
談
会
な

ど
を
通
し
て
サ
ロ
ン
活
動

の
ヒ
ン
ト
を
学
び
地
域
で

活
躍
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

日
程　

5
月
22
日
㈬
、29
日
㈬
、  

　

6
月
5
日
㈬
、
12
日
㈬
、
21

　

日
㈮

時
間　

10
時
30
分
～
15
時

場
所　

小
豆
島
町
役
場
西
館

　

2
階　

会
議
室
5

※
詳
細
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

対
象
者

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
方

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
5
日
間

の
日
程
の
う
ち
4
日
以
上
参
加

が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

5
月
9
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　

高
齢
者
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
０
６

月　　日 時　　間 テ　ー　マ 担当講師

5 月 22 日㈬

10：30 〜 12：00 オリーブ健康塾ってなに？ 小豆島町地域包括
支援センター

13：00 〜 14：00 オリーブを取り入れた食生活 健康づくり福祉課
管理栄養士

14：00 〜 15：00 健口生活はじめましょう 小豆島中央病院
歯科衛生士

5 月 29 日㈬

10：30 〜 12：00 からだの変化について知ろう
高齢者疑似体験 かがわ健康福祉機構

13：00 〜 15：00 認知症になっても安心して
暮らせるまちづくり

小豆島町地域包括
支援センター

認知症疾患医療センター

6 月 5 日㈬
10：30 〜 12：00 コミュニケーションのコツを

知ろう
小豆島中央病院

臨床心理士

13：00 〜 15：00 人生の最終段階の医療・
ケアを考える

小豆島中央病院
看護師

6 月 12 日㈬
10：30 〜 12：00 介護予防支援ボランティアになって

地域を元気に！
小豆島町地域包括

支援センター

13：00 〜 15：00 元気なうちから介護予防 小豆島中央病院
リハビリ専門職

6 月 21 日㈮
10：30 〜 12：00 ご近所の支えあいを広げよう

社会福祉協議会
（生活支援コーディネーター）

13：00 〜 15：00 ミニ座談会
今！あなたの力が地域の宝になる！

2019年度 オリーブ健康塾
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医
療
機
関
に
バ
ス
を
利
用
し
て

通
院
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
へ

　

小
豆
郡
内
の
医
療
機
関
に
バ

ス
を
利
用
し
て
通
院
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
が
、タ
ク
シ
ー
（
介

護
タ
ク
シ
ー
を
含
む
）
を
利
用

し
た
際
に
、
そ
の
利
用
料
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
の

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◦
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受

け
て
い
る
自
立
歩
行
が
困
難

な
方

◦
障
害
の
程
度
が
1
級
ま
た
は

2
級
で
、
区
分
が
下
肢
、
上

下
肢
、
体
幹
機
能
、
運
動
機

能
ま
た
は
視
覚
で
あ
る
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

◦
障
害
の
程
度
が
マ
ル
Ａ
の
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

※
そ
の
ほ
か
に
も
状
態
に
よ
り

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
次
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◦
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
◦
自
動
車
税
等
の
減
免
を
受
け

　

自
分
自
身
や
周
り
の
人
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
小
豆
島
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
認
知

症
高
齢
者
の
数
は
、
２
０
２
５

年
に
は
約
７
０
０
万
人
に
な
る

と
予
測
さ
れ
、
5
人
に
1
人
が

認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
小
豆
島

町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人

で
は
な
く
、
認
知
症
を
理
解
し
、

認
知
症
の
人
を
支
え
る
応
援
者

て
い
る
世
帯
の
方

◦
心
身
障
害
者
福
祉
年
金
を
支

給
さ
れ
て
い
る
方

◦
保
護
者
が
児
童
障
害
福
祉
年

金
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方

助
成
内
容

　

1
枚
５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー

助
成
券
を
1
か
月
に
つ
き
2
枚

交
付
し
ま
す
。
助
成
券
は
、
通

院
時
の
タ
ク
シ
ー
料
金
支
払
時

に
使
用
で
き
ま
す
。

申
請
方
法

　

印
鑑
お
よ
び
対
象
要
件
を
確

認
で
き
る
も
の
（
介
護
保
険
被

保
険
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
）
を
ご
持
参

の
上
、
申
請
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
来
庁
が
困
難
な
方
は
、
申
請

窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
高
齢
者
福
祉
課　☎82

︱
７
０
０
６

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
８

で
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

と
は

　

認
知
症
の
知
識
や
対
応
方
法

を
学
べ
る
講
座
で
す
。
受
講
終

了
後
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

お
渡
し
し
ま
す
。　

対
象
者　

ど
な
た
で
も

※
た
だ
し
、
10
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
団
体

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
ご
存
知
で
す
か

「
ア
ポ
電
」
詐
欺
に
注
意

　

最
近
、「
ア
ポ
電
」
を
利

用
し
た
犯
罪
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
「
ア
ポ
電
」
詐
欺
と
は
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
、
家
に

置
い
て
あ
る
現
金
の
額
を
事

前
に
聞
き
出
し
た
後
、
侵
入

し
て
奪
い
取
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

被
害
の
ケ
ー
ス
は
、
家
族

に
成
り
す
ま
し
た
犯
人
か
ら

自
宅
に
電
話
が
入
り
、
言
葉

巧
み
に
自
宅
に
い
く
ら
現
金

が
あ
る
か
を
聞
き
出
し
、
押

し
込
ん
で
強
盗
を
働
く
も
の

で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
お
金

の
話
を
持
ち
出
さ
れ
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、
不
安
に
な
っ
た

場
合
は
、
警
察
や
住
民
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

　

住
民
課

☎
82
︱
７
０
０
５

受
講
時
間　

90
分

受
講
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　

高
齢
者
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
０
６

※
平
成
31
年
3
月
現
在
ま
で
の

累
計
養
成
者
数
は
１
，４
９
２

名
で
す
。

オレンジリングをつけた星城小学校６年生の皆さん

オレンジリングをつけた小豆地区消防本部の皆さん
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古ふ
る
え
あ
ん

江
庵
の
木も

く
ぞ
う
あ
み
だ
に
ょ
ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う

造
阿
弥
陀
如
来
立
像
【
町
指
定
有
形
文
化
財
】

　

小
豆
島
霊
場
第
四
番
札
所
古

江
庵
は
、
海
の
そ
ば
に
あ
っ

て
、
古
江
海
水
浴
場
の
浜
の
最

奥
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
庵
は

も
と
も
と
古
江
の
集
落
内
に

あ
っ
て
、
大
正
時
代
に
こ
の
地

に
移
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
庵

の
裏
の
荒
神
神
社
の
山
の
片
す

み
に
は
、
戦
時
中
に
海
軍
の
特

殊
潜
航
艇
基
地
を
示
す
碑
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
庵
に
阿
弥
陀
如
来
立
像

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

像
は
、
ヒ
ノ
キ
材
の
寄
木
造
、

漆し
っ
ぱ
く箔
（
漆
の
上
に
金
箔
を
押

し
た
も
の
）
で
、
一
部
に
金

箔
が
残
っ
て
い
ま
す
。
像
高

八
十
一
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
形
状
的
に
十
三
世
紀
中
葉
以

降
の
特
色
を
持
つ
、
鎌
倉
時
代

末
期
頃
の
作
と
さ
れ
ま
す
。
お

顔
は
上
品
に
美
し
く
、
流
れ
る

よ
う
な
衣え

も
ん文
の
線
、
ま
た
洗
練

さ
れ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は

安あ

ん

な

み

よ

う

阿
弥
様
と
呼
ば
れ
る
天
才
仏

師
快か

い
け
い慶
の
作
風
を
見
事
に
踏
襲

し
た
作
で
す
。
た
だ
し
、
作
者

は
不
明
で
、
ま
た
足
先
は
後
補

と
さ
れ
ま
す
。

　

阿
弥
陀
如
来
は
、
い
っ
さ
い

の
衆し

ゅ
じ
ょ
う生
（
生
き
と
し
生
け
る
も

の
）
を
救
う
た
め
に
、
四
十
八

の
誓
い
を
立
て
て
仏
と
な
り
ま

し
た
。
平
安
時
代
に
は
阿
弥
陀

如
来
の
功く

ど
く徳
に
よ
っ
て
極
楽
浄

土
へ
往
生
で
き
る
と
説
く
浄

土
信
仰
の
広
が
り
か
ら
、
全
国

で
広
く
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
仏
像
も
多
く
作
ら
れ
ま
し

た
。
小
豆
島
で
も
多
く
の
阿
弥

陀
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
像
の
造
ら
れ
た
当
時
の
島

の
様
子
を
伝
え
る
史
料
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
十
三
世
紀
後
半

は
、
源
平
の
争
乱
が
あ
り
、
鎌

倉
・
南
北
朝
期
を
経
て
穏
や
か

な
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
像
の
作
者
も
、
騒

乱
の
時
代
に
あ
っ
て
、
人
々
の

往
生
を
願
い
、
こ
の
像
を
作
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

Vol.37Vol.37
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❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

173Kcal
　4.7ｇ
　3.7ｇ
40mg
0.5ｇ

今年のテーマ　 ～ 朝ごはんを食べよう ～

（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！

❖材　料（4人分）

❖作り方

キャベツ
小松菜
チーズ
細ねぎ
ごはん

ちりめんじゃこ
卵
しょうゆ
こしょう
オリーブ油

20g
20g
10g
少々

茶碗2杯

6g
1個

大さじ1/2
少々

大さじ1/2

キャベツと小松菜はみじん切りにし、さっとゆでて水気を
切る。
チーズは粗く刻み、細ねぎは小口切りにする。
ごはんと①②を混ぜ、Aを加えてさらに混ぜ、４等分して
形を整える。
フライパンに油を熱し、③の両面をおやき風に焼く。

①

②
③

④

卵ライスおやき

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 〜 14：30　健康教室（健康体操）
対象者　小豆島町内に住所を有する方
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

健 康 教 室 の ご 案 内

日　程 送　　迎　　地　　区

　５月９日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・
安田・草壁・西村

　５月16日 神浦・蒲野・吉野・二面・室生

　５月30日 田浦・堀越・古江・坂手・苗羽・
馬木・安田・草壁・西村

※送迎は、電話で当日11時までにお申し込みください。
※帰りの送迎は15時30分頃サン・オリーブを出発します。
申込先　健康づくり福祉課　☎82−7038

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈 

ご
存
知
で
す
か
、
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
（
Ｆ
Ｈ
） 

〉

山
　
本
　
真
由
美
先
生

わ
れ
ま
す
。

　

Ｆ
Ｈ
は
、
遺
伝
性
の
病
気
で

す
。
主
な
特
徴
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
、
腱
・

皮
膚
黄
色
腫
（
ア
キ
レ
ス
腱
な

ど
が
腫
れ
た
り
、
皮
膚
が
黄
色

く
ぼ
こ
ぼ
こ
し
た
盛
り
上
が
り

を
作
る
）、
若
い
年
齢
で
の
冠
動

脈
疾
患（
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
）

で
す
。
20
代
で
心
筋
梗
塞
を
起

　

香
川
県
で
は
、
全
県
下
の
小

学
校
4
年
生
を
対
象
に
、
小
児

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
健
診
で
は
、

採
血
を
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
項
目

を
調
べ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
悪
玉
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
高
い
お
子
さ
ん
は
、

家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血

症
（
Ｆ
Ｈ
）
と
い
う
病
気
が
疑

こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
動
脈
硬
化
が
み
ら

れ
、進
行
も
速
い
病
気
な
の
で
、

動
脈
硬
化
を
予
防
し
冠
動
脈
疾

患
を
予
防
す
る
た
め
に
、
早
期

診
断
と
早
期
治
療
が
必
要
で
す
。

血
液
検
査
で
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
１
４
０
㎎
／
ｄ
Ｌ

以
上
で
あ
り
、
家
族
歴
が
あ
れ

ば
大
変
疑
わ
し
く
な
り
ま
す
の

で
、
診
断
と
十
分
な
管
理
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
た
ま
た
ま
見

つ
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
き
っ
か

け
に
、
未
発
症
の
家
族
の
診
断

に
つ
な
が
り
、
早
期
に
動
脈
硬

化
の
予
防
目
的
に
治
療
が
開
始

で
き
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
方
法
は
、ま
ず
は
食
事
、

運
動
、適
正
体
重
の
維
持
と
い
っ

た
生
活
習
慣
の
改
善
で
す
。
肥

満
で
な
い
お
子
さ
ん
が
引
っ
掛

か
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
は

必
要
で
す
。Ｆ
Ｈ
と
診
断
さ
れ
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
心
が
け
て

も
Ｌ
Ｄ
Ｌ
の
高
値
が
続
く
場
合

に
は
、
お
薬
を
飲
ん
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

香
川
県
で
は
、
小
児
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
で
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
１
４
０
㎎
／
ｄ

Ｌ
以
上
の
お
子
さ
ん
に
対
し
、

か
か
り
つ
け
医
へ
の
受
診
を
勧

め
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
Ｆ
Ｈ

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科

を
診
断
管
理
す
る
こ
と
の
で
き

る
病
院
（
香
川
大
学
循
環
器
内

科
の
Ｆ
Ｈ
外
来
、
香
川
大
学
小

児
科
、
四
国
こ
ど
も
と
お
と
な

の
医
療
セ
ン
タ
ー
、
県
立
中
央

病
院
な
ど
）
に
紹
介
し
、
Ｆ
Ｈ

を
診
断
す
る
体
制
を
整
え
て
き

ま
し
た
。Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
高
値
で
引
っ
掛
か
っ
た
場
合

に
は
、
早
め
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。

〜 高血圧を予防しよう！乳製品を
使った美味しい和食 〜

　K′s キッチンの「K」は「健康」・「体」・「きれい」
の意味があります。メタボなど生活習慣病が気に
なる方、ご家族やお友だちも、一緒に楽しみなが
ら学びませんか？
日　時：５月 17 日㈮　10 時～ 13 時
場　所：池田保健センター
対象者：74 歳までの町内在住者
内　容：管理栄養士による講話、試食など
準備物：エプロン、三角巾、手拭タオル、筆記用具
参加費：300 円
定　員：16 名程度	
申込期限：５月 10 日㈮
申し込み・問い合わせ先：健康づくり福祉課　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 82 − 7038

　食の教室Ｋ’ｓキッチン

A
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住
ま
い
の
耐
震
化

の
無
料
相
談
会

障
害
者
差
別
の
解
消
を
推
進
す
る

条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　

大
会
は
、
５
月
26
日
㈰
午
前

９
時
か
ら
、
坂
手
港
町
営
広
場

で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
午
前
10

時
に
ラ
ン
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
５
㎞
、
10
㎞
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
３
種
目
と
も

コ
ー
ス
の
右
側
を
走
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
円
滑
な
大
会

運
営
の
た
め
、
左
記
の
と
お
り

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
迷

ラ
ン
ナ
ー
に
温
か
い
声
援
を
！

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン

　

全
国
大
会
事
務
局

☎
82
︱
２
９
０
０

※
オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
小
豆
島
と
二
十
四
の
瞳

　

映
画
村
を
結
ぶ
渡
し
舟
は
、
当
日
運
航

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

 川

国道436号 

県道田浦坂手線 
県道坂手港線

児島 

弁天島 

内海港 

堀越漁港 

田浦漁港 
瀬
の
倉 

 
漁
港 

西村 

草壁 
安田 

馬木 

坂手 

古江 

瀬戸 

堀越 

田浦 

※

。
す
ま
り
な
と
止
行
通
面
全
両
車
が
間
区
た
し
示
で

2019
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会

　

全
国
か
ら
健
脚
自
慢
が
集
ま
る
「
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
」
が
、
５
月
26
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
も
、
全
国
か
ら
５
０
０
０
人
を
超
え
る
参
加
申
し
込
み
が

あ
り
、
当
日
は
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
さ
わ
や
か
な
風
を
受
け
な
が

ら
内
海
湾
沿
い
を
走
り
抜
け
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

交通規制　5月26日㈰
規制 区　　　　　間 時 間

車
両
全
面
通
行
止

坂手〜
馬木

坂手・徳本大角鼻灯台入口三
差路から、馬木金両石油交差
点までの県道 　9：30

〜

12：30
（予定）

古江〜
田浦

古江三差路から田浦映画村ま
での県道

馬木〜
草壁

馬木金両石油交差点から寒霞
渓公園線登山口（草壁本町）交
差点までの県道および国道

　

経
験
豊
富
な
建
築
士
が
「
住

宅
の
耐
震
化
」
に
つ
い
て
、
疑

問
に
お
答
え
し
ま
す
。
ま
た
、

町
の
担
当
者
が
補
助
金
の
説
明

や
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

6
月
20
日
㈭

　
　
　

10
時
～
16
時

※
事
前
予
約
制
（
先
着
順
）

場
所　

池
田
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
（
借
家
を

含
む
）
に
お
住
ま
い
の
方

※
借
家
に
お
住
ま
い
の
場
合
、

所
有
者
の
了
解
を
得
て
い
る
方

※
枠
組
壁
工
法
や
プ
レ
ハ
ブ
認

定
工
法
な
ど
の
特
別
な
工
法
で

建
て
ら
れ
た
住
宅
は
対
象
外

持
参
物

①
住
宅
の
間
取
り
等
の
図
面
、

　

住
宅
の
写
真

※
図
面
が
無
い
場
合
は
、
ご
自

身
で
書
く
な
ど
、
で
き
る
限
り

お
願
い
し
ま
す
。

②
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書

③
印
鑑
（
認
め
印
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

建
設
課

☎
82
︱
７
０
０
９

　

全
て
の
町
民
が
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
支
え
合
い
、

共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、「
小

豆
島
町
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
定
め
、

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
施
行

し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
取
り
組
み
に
関
す
る
基
本

理
念
を
定
め
、
町
の
責
務
、
町

民
等
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
が
あ
れ

ば
必
要
な
対
応
を
行
い
、
問
題

解
決
を
図
り
ま
す
。

◦
基
本
理
念

◦
全
て
の
町
民
が
そ
の
尊
厳
が

尊
重
さ
れ
、
障
害
の
あ
る
人

が
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い

生
活
を
保
障
さ
れ
る
。

◦
町
、
町
民
、
事
業
者
そ
の
他

関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
す
。

◦
全
て
の
町
民
が
障
害
等
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
。

◦
全
て
の
障
害
の
あ
る
人
が
合

理
的
配
慮
に
よ
り
社
会
参
加

し
、
町
民
及
び
事
業
者
が
相

互
に
協
力
す
る
。

◦
町
の
責
務

◦
県
と
連
携
し
、
障
害
等
に
対

す
る
町
民
等
の
理
解
を
深

め
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
を

実
施
す
る
。

◦
環
境
の
整
備
に
努
め
、
事
業

者
に
対
し
施
策
に
対
す
る
協

力
及
び
主
体
的
な
取
組
の
促

進
を
求
め
る
。

◦
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と

の
相
互
理
解
を
促
進
し
、
町

民
等
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
。

◦
町
民
及
び
事
業
者
の
役
割

◦
障
害
等
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
町
が
実
施
す
る
施
策
に

協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。

◦
障
害
の
あ
る
人
等
が
支
援
を

求
め
や
す
い
地
域
社
会
の
実

現
に
努
め
る
。

　

今
後
、
普
及
啓
発
等
の
理
解

の
促
進
を
は
じ
め
と
し
た
施
策

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８



2019.５11
のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

小豆島町役場　本館

小豆島町役場　西館

池田窓口センター・池田保健センター

出　張　所

1階

1階

2階

3階

人権対策課　　☎82-7011　FAX82-3600
商工観光課　　☎82-7021・FAX82-7028
オリーブ課　　☎82-7018・FAX82-7028

税 　 務 　 課　☎82-7003・FAX82-5037
住 　 民 　 課　☎82-7004（戸籍住民）　
　　　　　　　☎82-7005（住民年金）　
　　　　　　　FAX82-5037
健康づくり福祉課　☎82-7038・FAX82-1120
高齢者福祉課　☎82-7006・FAX82-1120

《池田窓口センター》
　☎75-0555（代表）・☎75-0556（税務）・☎75-0557（住民・衛生・人権）
　☎75-0558（福祉・保健・介護）・FAX75-1522
《池田保健センター》
　介護サービスしょうどしま　☎75-0200

総　務　課　　☎82-7001・FAX82-7023
企画財政課　　☎82-7000・FAX82-7023
環境衛生課　　☎82-7008・FAX82-7078

議会事務局　　☎82-7060・FAX82-7061

坂手出張所　　☎82-0248・FAX82-0248
福田出張所　　☎84-2050・FAX84-2061

農林水産課　　☎82-7026・FAX82-7028
建　設　課　　☎82-7009　FAX82-3600

介護サービス課　☎82-7034（ケアマネージャー）　
　　　　　　　☎82-7036（ホームヘルパー）
　　　　　　　FAX82-4005
出 　 納 　 室　☎82-7012・FAX82-5037
収 納 対 策 室　☎82-7002・FAX82-5037
介護保険施設　☎82-7031（介護老人保健施設）　
　　　　　　　☎82-7032（特別養護老人ホーム）　
　　　　　　　FAX82-7030

学 校 教 育 課　☎82-7014・FAX82-1025
社 会 教 育 課　☎82-7015・FAX82-1025
子育ち共育課　☎82-7010・FAX82-1025

橘 出 張 所　　☎82-2015・FAX82-7020
三都出張所　　☎76-0262・FAX76-0262

小豆島町役場
電話番号
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町長 副町長松本　　篤 松尾　俊男 政策統括監 城　　博史 参　事 岡本　達志

部長　松田　知巳 部長　濵田　　茂

（平成31年4月1日現在）

総務課 税務課 住民課 人権対策課 企画財政課 環境衛生課 商工観光課 オリーブ課 農林水産課 建設課 健康づくり福祉課 高齢者福祉課 介護サービス課
課長 課長 課長 課長 課長 課長 課長兼課長補佐 課長 課長 課長 課長 課長 課長
松田知巳（兼） 川﨑　智文 清水　一彦 山口総一郎 川宿田光憲 谷本　靜香 入倉　哲也 山本重敏（兼） 山本　重敏

山本重敏（兼）

唐橋　幹隆 濵田　茂（兼） 立花　英雄 立花英雄（兼）
主幹 課長補佐 主幹 主幹兼課長補佐 課長補佐 課長補佐 課長補佐 主幹兼課長補佐 主幹 主幹兼課長補佐 課長補佐 副主幹
長町　耕作 鎌田　省吾 古郷　信子

古郷信子（兼）

黒﨑　邦光 小野　　努 中川　　啓 平野　明子 真砂　智規 古郷　　勉 真砂　雅基 山本　　睦 坂東　秀一
課長補佐 副主幹 課長補佐 副主幹 課長補佐 主幹
相原　隆幸 谷部　達海 藤本裕美子

センター長

次長
清水一彦（兼）

波田　　豊 守山　和利 森　　一生
副主幹 副主幹 副主幹
新川　貴志 岡田　　誉 木下　京子

庶務係 町民税係

戸籍住民係

人権対策係 企画調整係 衛生係 観光係 オリーブ係 農林水産係 管理係 健康づくり係 地域包括支援センター 介護事業係
鍛治　大雅 三木　智之 木下京子（兼） 黒﨑　優子 坂東秀一（兼）森口　和裕 笹谷　幸司

谷川　ゆり
多田　洋志 藤井　愛子 堀田　和志

寳田雄一朗
山口　　淳
平木真奈美 細井　知美

小野　和志
佐治　晴美 八木　尚子山本　智加

八木ひかる
三好　貴之 山本　紘嗣 森上有里子

谷川　祐貴

石田　裕大

久綱彩友美
上田　有梨 井本　直子 介護サービス

うちのみ
竹田　恭平 平野　　嵩 藤本　進市

濵本　浩貴
福長　和也

坂東奈保子 大道　梨沙
仲　三南絵

田村　　心
塩田　琴未
石原　　蓮

住民年金係

人権教育啓発係 藤本　　勇
観光施設係 建設係

塩田　桃子 大倉　昌記

藤本裕美子（兼）

脊尾　香織 財政係 寒川　公裕
中武　弘景

農林土木係 石本　　彩 濵邊　珠里
野村　博美

資産税係

坂本　浩起

船波　哲雄 弓木　和幸
岡田　誉（兼）

久黒　彩沙
平林　友美
岡本妙恵子

行政防災係

黒島　康仁

谷川　　潤 環境保全係
立住　和之 竹上　　秀

地域福祉係
松尾　泉穂谷口　卓也

仲　　啓太

池田窓口センター

草壁会館

石田　隆将 産業支援室

竹谷　直樹

介護サービス
しょうどしま

篠原　隆太

館長

岡　　兼弘 棚田保全係 橋本奈穂子 介護保険係

収納係

近藤　伸一

寺澤　信人

広報秘書係 公園緑化係
岡　　　彩

鎌田省吾（兼）

小川　正晃
竹田かおり
三木　彩可

波田　豊（兼）

中川有里（兼）

中川　有里

木村　隆志 岡　　　亮管財係

鍛治　泰樹

澤田　侑弥
下本　晃史

障害者福祉係

岡田　旭生

坂手出張所

橘会館

山下　善範

坂下　謙司

所長

館長

森　　春奈

小西　　光

高橋　亜季

清水一彦（兼）

森下　安博

交通問題対策室

国保係
情報管理係

福田出張所

玉垣　智久

地域づくり室
萬代　正道所長

間島　崇百

濵岡　俊行

清水一彦（兼）地籍調査係
本郷　学（兼）

本郷　　学

新川貴志（兼）
山本　雅俊 橘出張所

所長
男女共同参画推進室清水一彦（兼）

里村共生室 三都出張所
所長
清水一彦（兼）

議会 介護保険施設会計管理者 香川県広域水道企業団小豆島事務所 小豆島中央病院企業団 香川県自治振興課

議会事務局 出納室 収納対策室 学校教育課 教育指導室 社会教育課 子育ち共育課
三木　宜紀 髙橋　良雄

局長 室長 室長 室長課長兼課長補佐

副主幹

課長課長

所長 事務局長

事務長

次長
堀内　宏美

森　　　稔

久利　佳秀 丸本　秀（兼） 川﨑智文（兼） 森　　貞二 坂東　民哉 細井　隆昭

細井隆昭（兼）

主幹兼課長補佐
小井手由香里

後藤正樹（兼）
課長補佐
黒島　克則

山本　英人
三浦　健二

出納係 学校教育係

社会教育係
子育ち支援係

大野　洋介
立住　貴彦

中井　　恵
出水　安則

岡野俊一郎

濱元　員代

小井手由香里（兼）
黒島克則（兼）

肥田　成弘

向井　達也 真砂　祐樹
真砂　　絢

山本　貴裕

佐藤　　敦
谷川　知佳
森川　菜穂

岡本　知弘

学校給食センター

森下　真一

山本　真也

社会体育係

三浦ゆかり
壷井宗十郎

上河　彩水
窪田　佑紀

高橋　　泉
宮川　直也
図書館
鎌田　光栄

〈派　遣〉
教育部

部長　後藤　正樹丸本　　秀

総　務　部 企画振興部 健康福祉部

部長　大江　正彦

収納対策係
平木　厚志

香川県瀬戸内国際芸術祭推進課

藤本　彩乃

平成31年度 小豆島町機構図

竹部　尚貴
宮谷健太郎

城山会館
館長
八木　広毅

森　貞二（兼）

中島　有紀
岡本　達志

平井　克弥
浜野雄一郎

黒島香代子
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町長 副町長松本　　篤 松尾　俊男 政策統括監 城　　博史 参　事 岡本　達志

部長　松田　知巳 部長　濵田　　茂

（平成31年4月1日現在）

総務課 税務課 住民課 人権対策課 企画財政課 環境衛生課 商工観光課 オリーブ課 農林水産課 建設課 健康づくり福祉課 高齢者福祉課 介護サービス課
課長 課長 課長 課長 課長 課長 課長兼課長補佐 課長 課長 課長 課長 課長 課長
松田知巳（兼） 川﨑　智文 清水　一彦 山口総一郎 川宿田光憲 谷本　靜香 入倉　哲也 山本重敏（兼） 山本　重敏

山本重敏（兼）

唐橋　幹隆 濵田　茂（兼） 立花　英雄 立花英雄（兼）
主幹 課長補佐 主幹 主幹兼課長補佐 課長補佐 課長補佐 課長補佐 主幹兼課長補佐 主幹 主幹兼課長補佐 課長補佐 副主幹
長町　耕作 鎌田　省吾 古郷　信子

古郷信子（兼）

黒﨑　邦光 小野　　努 中川　　啓 平野　明子 真砂　智規 古郷　　勉 真砂　雅基 山本　　睦 坂東　秀一
課長補佐 副主幹 課長補佐 副主幹 課長補佐 主幹
相原　隆幸 谷部　達海 藤本裕美子

センター長

次長
清水一彦（兼）

波田　　豊 守山　和利 森　　一生
副主幹 副主幹 副主幹
新川　貴志 岡田　　誉 木下　京子

庶務係 町民税係

戸籍住民係

人権対策係 企画調整係 衛生係 観光係 オリーブ係 農林水産係 管理係 健康づくり係 地域包括支援センター 介護事業係
鍛治　大雅 三木　智之 木下京子（兼） 黒﨑　優子 坂東秀一（兼）森口　和裕 笹谷　幸司

谷川　ゆり
多田　洋志 藤井　愛子 堀田　和志

寳田雄一朗
山口　　淳
平木真奈美 細井　知美

小野　和志
佐治　晴美 八木　尚子山本　智加

八木ひかる
三好　貴之 山本　紘嗣 森上有里子

谷川　祐貴

石田　裕大

久綱彩友美
上田　有梨 井本　直子 介護サービス

うちのみ
竹田　恭平 平野　　嵩 藤本　進市

濵本　浩貴
福長　和也

坂東奈保子 大道　梨沙
仲　三南絵

田村　　心
塩田　琴未
石原　　蓮

住民年金係

人権教育啓発係 藤本　　勇
観光施設係 建設係

塩田　桃子 大倉　昌記

藤本裕美子（兼）

脊尾　香織 財政係 寒川　公裕
中武　弘景

農林土木係 石本　　彩 濵邊　珠里
野村　博美

資産税係

坂本　浩起

船波　哲雄 弓木　和幸
岡田　誉（兼）

久黒　彩沙
平林　友美
岡本妙恵子

行政防災係

黒島　康仁

谷川　　潤 環境保全係
立住　和之 竹上　　秀

地域福祉係
松尾　泉穂谷口　卓也

仲　　啓太

池田窓口センター

草壁会館

石田　隆将 産業支援室

竹谷　直樹

介護サービス
しょうどしま

篠原　隆太

館長

岡　　兼弘 棚田保全係 橋本奈穂子 介護保険係

収納係

近藤　伸一

寺澤　信人

広報秘書係 公園緑化係
岡　　　彩

鎌田省吾（兼）

小川　正晃
竹田かおり
三木　彩可

波田　豊（兼）

中川有里（兼）

中川　有里

木村　隆志 岡　　　亮管財係

鍛治　泰樹

澤田　侑弥
下本　晃史

障害者福祉係

岡田　旭生

坂手出張所

橘会館

山下　善範

坂下　謙司

所長

館長

森　　春奈

小西　　光

高橋　亜季

清水一彦（兼）

森下　安博

交通問題対策室

国保係
情報管理係

福田出張所

玉垣　智久

地域づくり室
萬代　正道所長

間島　崇百

濵岡　俊行

清水一彦（兼）地籍調査係
本郷　学（兼）

本郷　　学

新川貴志（兼）
山本　雅俊 橘出張所

所長
男女共同参画推進室清水一彦（兼）

里村共生室 三都出張所
所長
清水一彦（兼）

議会 介護保険施設会計管理者 香川県広域水道企業団小豆島事務所 小豆島中央病院企業団 香川県自治振興課

議会事務局 出納室 収納対策室 学校教育課 教育指導室 社会教育課 子育ち共育課
三木　宜紀 髙橋　良雄

局長 室長 室長 室長課長兼課長補佐

副主幹

課長課長

所長 事務局長

事務長

次長
堀内　宏美

森　　　稔

久利　佳秀 丸本　秀（兼） 川﨑智文（兼） 森　　貞二 坂東　民哉 細井　隆昭

細井隆昭（兼）

主幹兼課長補佐
小井手由香里

後藤正樹（兼）
課長補佐
黒島　克則

山本　英人
三浦　健二

出納係 学校教育係

社会教育係
子育ち支援係

大野　洋介
立住　貴彦

中井　　恵
出水　安則

岡野俊一郎

濱元　員代

小井手由香里（兼）
黒島克則（兼）

肥田　成弘

向井　達也 真砂　祐樹
真砂　　絢

山本　貴裕

佐藤　　敦
谷川　知佳
森川　菜穂

岡本　知弘

学校給食センター

森下　真一

山本　真也

社会体育係

三浦ゆかり
壷井宗十郎

上河　彩水
窪田　佑紀

高橋　　泉
宮川　直也
図書館
鎌田　光栄

〈派　遣〉
教育部

部長　後藤　正樹丸本　　秀

総　務　部 企画振興部 健康福祉部

部長　大江　正彦

収納対策係
平木　厚志

香川県瀬戸内国際芸術祭推進課

藤本　彩乃

平成31年度 小豆島町機構図

竹部　尚貴
宮谷健太郎

城山会館
館長
八木　広毅

森　貞二（兼）

中島　有紀
岡本　達志

平井　克弥
浜野雄一郎

黒島香代子
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のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

区　　分 所 管 課FAX番号TEL番号施　　設　　名
城 山 会 館
草 壁 会 館
橘　　会　　館
小豆島中学校
池田小学校
星城小学校
安田小学校
苗羽小学校
学校給食センター
小豆島こどもセンター
星城幼稚園
安田幼稚園
苗羽幼稚園
旭 幼 稚 園
福田幼稚園
内海保育所
内海保育所橘分園
内海保育所福田分園
池田学童保育センター
池田公民館（イマージュセンター）
池田公民館中山分館
蒲生公民館
二生公民館
三都公民館
西村公民館
草壁公民館
安田公民館
橘 公 民 館
苗羽公民館
坂手公民館
坂手公民館世代間交流センター
福田公民館
図書館（むとす館）
小豆島勤労青少年ホーム
働く婦人の家
内海B＆G海洋センター

75－2082
82－0808
82－2015
82－2136
75－2222
82－2011
82－2012
82－2013
82－1421
75－1433
82－2017
82－2018
82－2019
82－4902
84－2024
82－3837
82－4902
84－2024
75－0067
75－0600
75－0159
75－0007
75－2167
76－0262
82－0201
82－0019
82－0337
82－2015
82－0410
82－0248
82－4291
84－2812
82－0291
82－0201
82－0410
82－5171

75－2705
82－6545
82－7020
82－2137
75－2501
61－2125
61－2135
61－2115
82－1421
75－1435
82－2017
82－2018
82－2019
82－4902
84－2024
82－3837
82－4902
84－2024

－
75－1980

－
75－0007
75－2167
76－0262
82－0201
82－0019
82－0337
82－7020
82－0410
82－0248

－
84－2812
82－0298
82－0201
82－0410
82－5171

隣　保　館 人権対策課

中　学　校

小　学　校

幼稚園・保育所

学校教育課

給食センター

公　民　館

そ　の　他

学童保育センター

社会教育課

小豆島町出先機関等の電話番号

区　　分FAX番号TEL番号施　　設　　名
香川県水道企業団小豆島事務所

オリーブナビ小豆島

小豆島町社会福祉協議会
小豆島中央病院
内海診療所

82－7016

82－7007

82－5318
75－1121
82－2123

82－1524

82－7017

82－5319
75－1131
82－4003

水 道 事 業

観 光 案 内

福 祉 機 関

医 療 機 関

商工観光課

医 療 機 関

小豆島町関連機関の電話番号

子育ち共育課



小豆島町立
図書館
☎82−0291
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皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
共
同
募
金
を
今
後
も
有
意
義

に
活
用
す
る
た
め
、
助
成
事
業

を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
事

業
実
施
団
体
の
方
は
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

受
配
条
件　

令
和
２
年
度
に
実

施
す
る
も
の
で
、
他
か
ら
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
事
業

等
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限　

５
月
24
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

◦
本
所　
　

☎
82
︱
５
３
１
８

◦
池
田
支
所
☎
75
︱
０
０
１
８

北地レディース句会

小
豆
島
町
共
同
募
金
委
員
会

共
同
募
金
助
成
事
業
の
募
集転

倒
の
不
覚
し
み
じ
み
身
に
染
み
て
傷
浅
け
れ
ど
娘
に
は
告
げ
得
ず　
　
　
　

三
好　

昭
子

サ
ロ
ン
結
成
第
一
回
の
集
り
は
昭
和
一
桁
笑
顔
が
並
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
美
千
代

十
八
の
子
等
が
旅
立
つ
春
ま
だ
き
島
の
港
に
夢
を
抱
き
て　
　
　
　
　
　
　
　

大
倉
真
智
子

人
よ
り
も
牛
の
多
か
る
小
豊
島
の
オ
リ
ー
ブ
牛
を
吾
等
は
食
す　
　
　
　
　
　

丹
生　

裕
子

島
と
島
分
か
つ
海
峡
狭
き
か
な
狭
き
が
取
得
名
所
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

哲
夫

腰
痛
も
や
や
に
治
ま
り
椿
咲
く
二
十
年
生
く
る
猫
帰
り
ま
せ　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

令
子

鈴り
ん

を
振
る
四
国
遍
路
を
立
た
せ
た
し
菜
の
花
の
黄
の
ほ
の
明
か
る
道　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

眩
し
さ
を
潜
め
て
を
り
し
楓
の
芽　
　
　
　

礼　

美

満
開
と
言
ふ
も
散
り
初
む
花
ミ
モ
ザ　
　
　

紘　

子

漏
れ
聞
こ
ゆ
庫
裡
の
御
詠
歌
朧
の
夜　
　
　

典　

子

露
地
裏
で
今
燃
え
て
ゐ
る
落
椿　
　
　
　
　

妙　

子

花
ミ
モ
ザ
後
ろ
で
箒
の
魔
女
が

ぶ　
　
　

一　

美

11日㈯　
11日㈯　

1512日㈰　
12日㈰　
18日㈯　
19日㈰　

古文書を読む会
論語を読む会
おはなしひとみ会
こいのぼり & ロケットを作ろう
源氏物語を読む会
読書会

一　　　般
一　　　般
幼 ・ 児 童
幼 ・ 児 童
一 般
一 般

10：00 〜 12：00
14：00 〜 16：00
14：00 〜 14：30
14：30 〜 16：00
14：00 〜 16：00
14：00 〜 16：00

「瀬戸内国際芸術祭2019 スタート」特集展・「母の日」特集展　５月30日㈭まで

町立図書館では引き続き、特別展示・イベントを用意していますので、ぜひお越しくだ
さい。
◦優良児童図書展　　　　4月23日㈫～ 5月30日㈭　町立図書館にて
　　　　　　　　　　　　6月 1 日㈯～ 6月30日㈰　池田子ども文庫にて
◦人気図書ベスト 20展 　4月23日㈫～ 5月30日㈭　町立図書館にて
◦こいのぼり＆ロケットを作ろう　5月12日㈰　　　　町立図書館にて

５月12日㈰　14時30分から 16時まで「こいのぼり & ロケットを作ろう」を開催します。
傘袋を使って、こいのぼりやロケットを作ります。
14時からは「おはなしひとみ会」の読み聞かせもありますので、こちらにもぜひお越しください。

５月26日㈰　14時から（子供向け）　「借りぐらしのアリエッティ」
無料ですので、ぜひお越しください。

行 事 名 日　　　　　　時 対　象

広報文芸
短歌　現人
三月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

麦本三歩の好きなもの
傲慢と善良
レフトハンド・ブラザーフッド
尼子姫十勇士
カゲロボ
落花
夢の迷い路
崩壊の森
なつぞら　上
海の見える丘
もういちどベートーヴェン
わたし、定時で帰ります。２
チンギス紀　４
トリニティ
呪護
隠居すごろく
立川忍びより　２
類型的なものは好きじゃないんですよ
人生は美しいことだけ憶えていればいい
思わず考えちゃう
マリコを止めるな！
育てて楽しむはじめてのオリーブ
知識ゼロからの近代絵画入門
子どもの「困った」が才能に変わる本
その症状って、本当に認知症？
強い体の基礎を作るスポーツキッズの毎日ごはん
食物アレルギーお弁当のABC
るるぶレゴランド・ジャパン・リゾート

住 野 よ る
辻 村 深 月
知  念  実 希 人
諸 田 玲 子
木 皿 　 泉
澤 田 瞳 子
西 澤 保 彦
本 城 雅 人
木 俣 　 冬
くすのきしげのり
中 山 七 里
朱 野 帰 子
北 方 謙 三
窪   　 美  澄
今 野 　 敏
西 條 奈 加
仁 木 英 之
高 峰 秀 子
佐 藤 愛 子
ヨシタケシンスケ
林　　　真理子
小野塚　千　穂
山 田 五 郎
田 嶋 英 子
朝 田 　 隆
古　池　久美子
有 田 孝 司

（幼児向き）
やるとおこられそうなこと
トミカの迷路
クルマザウルスたんけんたい
ちっちゃなかいぞくいまなんにん？
もったいないばあさんかわをゆく
たたかえ！せいぎのげんきマン
（児童向き）
カイとティムよるのぼうけん
いみちぇん！　14
妖精のカレーパン
怪談５分間の恐怖 乃木坂の怪談
みんなのおばけずかん
ゲームクリエイターになるには？
（ティーンズ向き）
５分後に恋の結末
鹿の王　水底の橋

今月のロビー展

「こどもの読書週間」が始まりました。（４月23日～５月12日）

「こどもの読書週間」イベント

映画会のお知らせ

5月の行事予定
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
　

保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

の
軽
減
に
つ
い
て
は
、世
代
間
・

世
代
内
の
負
担
の
公
平
化
を
図

り
、
す
べ
て
の
方
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
能
力

に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る
観
点

か
ら
、
今
年
度
も
引
き
続
き
見

直
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
制
度
創
設

当
初
か
ら
国
に
よ
っ
て
措
置
さ

れ
て
き
た
均
等
割
額
の
軽
減
特

例
（
９
割
軽
減
お
よ
び
８
．５

割
軽
減
）
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
令
和
元

年
10
月
か
ら
介
護
保
険
料
の
軽

減
強
化
や
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
支
給
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
と
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
、
可

能
な
限
り
所
得
の
低
い
方
へ
の

負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
段
階

的
に
見
直
し
が
進
め
ら
れ
る
も

の
で
す
。

均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
被
保
険
者
全
員
と
世

帯
主
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合

計
額
で
軽
減
割
合
を
判
定
し
ま

す
。

※
賦
課
期
日
（
４
月
１
日
）
の

世
帯
状
況
で
判
定
し
ま
す
が
、

年
度
途
中
で
被
保
険
者
に
な
ら

れ
た
方
は
、
資
格
取
得
日
が
賦

課
期
日
に
な
り
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
公
的
年

金
所
得
に
つ
い
て
最
大
15
万
円

を
控
除
し
ま
す
。

★
１
…
９
割
軽
減
の
方
に
つ
い

て
は
、
介
護
保
険
料
軽
減
の
拡

充
や
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
支
給
に
よ
り
基
本
的
に
は
負

担
増
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

令
和
元
年
10
月
か
ら
「
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
」
の
本
則
で
あ
る
７
割
軽
減

に
戻
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

令
和
元
年
９
月
ま
で
は
、
９
割

軽
減
、
10
月
か
ら
は
７
割
軽
減

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
結

果
と
し
て
平
成
31
年
度
の
軽
減

は
、
通
年
通
し
て
８
割
軽
減
と

な
り
、
令
和
２
年
度
は
７
割
軽

減
と
段
階
的
に
軽
減
割
合
が
下

が
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
課
税

者
が
同
居
し
て
い
る
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

★
２
…
８
．５
割
軽
減
の
方
に

つ
い
て
は
、
令
和
元
年
10
月
か

ら
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
」
の
本
則
で
あ
る

７
割
軽
減
に
戻
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
８
．５
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
方
は
、
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
の
支
給
対
象
で
は
な
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
激
減
緩
和
の

観
点
か
ら
、
令
和
元
年
10
月
か

ら
の
１
年
間
は
、
特
例
的
に
８
．

５
割
軽
減
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
令
和
２
年
９
月

ま
で
は
、
８
．５
割
軽
減
、
10

月
か
ら
は
、
７
割
軽
減
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
結
果
と
し
て

令
和
２
年
度
の
軽
減
は
通
年
通

し
て
７
．７
５
割
程
度
と
な
り
、

令
和
３
年
度
は
７
割
軽
減
と
段

階
的
に
軽
減
割
合
が
下
が
り
ま

す
。被

扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　

被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し

た
日
の
前
日
ま
で
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
保

険
料
は
、
激
変
緩
和
を
図
る
た

め
所
得
割
額
の
負
担
は
な
く
、

資
格
取
得
後
２
年
を
経
過
す
る

月
ま
で
の
間
に
限
り
、
均
等
割

額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
の
所
得
が
低
い

元
被
扶
養
者
の
方
に
は
、「
均

等
割
」
の
軽
減
措
置
（
世
帯
の

所
得
に
よ
っ
て
、
８
．５
割
軽

減
ま
た
は
８
割
軽
減
）
が
優
先

さ
れ
ま
す
。

※
既
に
77
歳
に
到
達
し
て
い
る

方
は
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ

た
均
等
割
軽
減
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
世
帯
の
所
得
が
一
定
程
度

あ
る
方
は
、
均
等
割
軽
減
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
76
歳
以
下
の
方
は
、
77
歳
に

到
達
す
る
前
月
分
ま
で
、
こ

の
軽
減
が
適
用
さ
れ
、
77
歳
に

な
っ
た
月
分
か
ら
は
、
こ
の
軽

減
が
適
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

対象者の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定
　所得の合計額）

均等割の軽減

本　則 平成31年度 令和2年度 令和3年度

〔平成30年度における8.5割軽減の区分〕★２
　33万円以下 ７割

8.5割 7.75割 ７割
〔平成30年度における９割軽減の区分〕★１
うち、世帯の被保険者全員の各種所得なし ８割 ７割

33万円＋（28万円×世帯の被保険者数） ５割 ５割

33万円＋（51万円×世帯の被保険者数） ２割 ２割

平成29年度 平成30年度 平成31年度以降

軽減割合
均等割額
７割軽減

均等割額
５割軽減

75歳に到達後
２年間に限り

均等割額５割軽減

被扶養者であった方の軽減割合の変化
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被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
と
は

　

協
会
け
ん
ぽ
、
組
合
健
保
、

共
済
組
合
な
ど
の
保
険
に
加
入

し
て
い
た
と
き
に
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
で
す
。（
市
町
国
民

健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険
組

合
は
除
く
）

保
険
料
の
計
算
方
法

　

全
員
が
等
し
く
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に
応

じ
て
決
ま
る
「
所
得
割
額
」
の

合
計
額
か
ら
な
り
、
被
保
険
者

が
個
々
に
納
め
ま
す
。
保
険
料

率
は
県
内
す
べ
て
の
市
町
で
同

じ
で
す
。

※
保
険
料
の
計
算
の
基
と
な
る

「
均
等
割
額
」
と
「
所
得
割
額
」

は
、
平
成
30
年
度
と
同
じ
で
す
。

保
険
料
額
の
通
知
に
つ
い
て

　

個
人
ご
と
の
保
険
料
額
は
、

７
月
中
旬
に
町
役
場
か
ら
送
付

す
る
保
険
料
額
決
定
通
知
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

納
付
に
つ
い
て

①
仮
徴
収
（
公
的
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
）
の
対
象
の
方

　

平
成
31
年
４
月
の
公
的
年
金

か
ら
の
引
き
落
と
し
額
（
い
わ

ゆ
る
天
引
き
）
は
、
平
成
31
年

２
月
引
き
落
と
し
分
と
同
額
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
31

年
２
月
に
引
き
落
と
し
さ
れ
て

い
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
29
年
中
の
所
得
を
基
に
仮

計
算
さ
れ
た
保
険
料
の
６
分
の

1
相
当
の
額
が
引
き
落
と
し
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
31
年

度
の
保
険
料
額
が
確
定
後
、
10

月
以
降
の
引
き
落
と
し
分
で
残

り
の
保
険
料
額
の
調
整
が
行
わ

れ
ま
す
。

②
仮
徴
収
の
対
象
外
の
方

　

令
和
元
年
６
月
に
保
険
料
が

確
定
後
、
７
月
か
ら
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
公
的

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
（
い

わ
ゆ
る
天
引
き
）
に
移
行
で
き

る
方
に
つ
い
て
は
、
10
月
か
ら

の
引
き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す
。

※
保
険
料
の
納
付
方
法
が
公
的

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
の
方

で
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に

変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、市
・

町
担
当
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
な
お
、
公
的
年
金
か

ら
の
引
き
落
と
し
か
ら
納
付
書

に
よ
る
保
険
料
の
納
付
へ
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合

☎
０
８
７
︱
８
1
１
︱
１
８
６
６

◦
税
務
課

☎
82
︱
７
０
０
３

　Hello! 今年度のこのコーナーでは私
エッセイや英語フレーズ紹介のほか、
瀬戸芸で島にアート作品を展開する
アーティストの方々へのインタビュー
を紹介します。また島を訪れる外国人
観光客の方へのインタビューを、小豆

島町英会話研修にご参加される方に行っていただき
ご紹介する予定ですのでお楽しみに。

　さて、昨年度の外国人インタビューでは、小豆島
の魅力として美しい自然や人の優しさなどをあげて
いただきました。島の魅力を感じ何度も訪ねてくる
方や、また移住をされる方が増えると、島の活性化
につながり、経済効果や島の元気にもつながります。
このポジティブな効果を一過性のものにとどめず、

長期的なものにするにはどうすれば良いのでしょう
か。

　それに対して私は「遠い親戚を迎えるように」を
提言しています。まだ見ぬ親戚だけれど、遠方から
法事などの行事でやって来る身内をお迎えする、そ
の感覚が大切。長く小豆島を応援してくれる人たち

（長期的小豆島ファン）を創り出すのだと思います。

　ではどのように遠い親戚を迎え入れるのか、とい
う具体例は来月号に続きます。

Enjoy speaking English!
小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

～英語で小豆島を紹介しよう！～～英語で小豆島を紹介しよう！～
国際交流アドバイザー森川光与さんの

保険料
（年額）

均等割額 47,300 円

所得割額= ＋
基礎控除後の
総所得金額等

所得割率
9.26％×
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働
く
婦
人
の
家
講
座
募
集

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
左
記
の
と
お
り
、
年
間
の
講
座
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
働
く
婦
人
の
家
（
☎
82
︱

０
４
１
０
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講座内容 日　　　時 講師名

籐 細 工 第２・４木曜日 13：30〜15：30 松岡志保子

パッチワーク 第２・４土曜日 13：30〜15：30 大倉　久誉

ヨ ー ガ 3
毎週火曜日

13：30〜15：00
樫原　　潤

ヨ ー ガ ４ 19：30〜21：00

お　花　club
（プリザーブドフラワー
のアレンジメントなど）

第３金曜日
13：30〜15：30

土肥真由美
19：00〜21：00

amiamiクラブ
（毛糸、クラフト、PP
バンドなどを使った
編み物教室）

第１・３土曜日 10：00〜
婦 人 の 家

常時体験入会を受け付けています。

※各講座別に会費が必要です。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

農
業
委
員　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会
長　

　

秋
長　

正
幸　
（
馬　

木
）

職
務
代
理
者　

　

藤
本　

信
悟　
（
蒲　

生
）

委
員

　

藤
本　

龍
男　
（
池　

田
）

　

岡　
　

秀
安　
（
池　

田
）

　

九
野　

賢
輔　
（
中　

山
）

　

大
下　
　

司　
（
二　

面
）

　

向
井　

亮
二　
（
蒲　

野
）

　

八
木　

宏
和　
（
西　

村
）

　

今
城　
　

実　
（
神
懸
通
）

　

谷
岡　

潤
三　
（
草
壁
本
町
）

　

髙
橋　

武
司　
（
安　

田
）

　

古
川　

安
則　
（
安　

田
）

　

德
本　
　

修　
（
坂　

手
）

　

三
宅　

徳
昌　
（
福　

田
）

【
農
業
委
員
会
の
仕
事
】

　

農
地
な
ど
の
売
買
や
農
地
転

用
の
審
査
、
農
地
貸
借
の
促
進
、

地
域
農
業
の
振
興
の
ほ
か
農
業

全
般
に
つ
い
て
農
村
地
域
社
会

の
発
展
に
関
す
る
仕
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

（
敬
称
略
）

池
田
区
域
担
当

　

岡
田　

昌
雄　
（
池　

田
）

　

中
澤　

一
博　
（
池　

田
）

　

須
佐
美
純
一　
（
室　

生
）

　

須
佐
美
定
弘　
（
蒲　

野
）

内
海
区
域
担
当

　

中
川　

繁
征　
（
西　

村
）

　

大
川　

新
也　
（
神
懸
通
）

　

竹
本　

知
博　
（
安　

田
）

　

北
野　

昭
平　
（
苗　

羽
）

　

長
町　

一
郎　
（
岩　

谷
）

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
仕
事
】

　

担
当
区
域
に
お
い
て
、
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解

消
等
へ
向
け
、
農
業
委
員
と
協

力
し
て
、

主
に
現
場

活
動
を
行

い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
で
は
現
在
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
見
直
し
に
伴
い
、
現
在

年
３
回
（
６
月
、
10
月
、
２
月
）

行
っ
て
い
る
農
用
地
利
用
計
画

の
変
更
申
し
出
（
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
・
農
用
地
区
域
へ

の
編
入
・
用
途
区
分
の
変
更
）

の
受
け
付
け
を
一
時
停
止
す
る

予
定
で
す
。
変
更
申
し
出
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

受
け
付
け
の
停
止
予
定
期
間

◦
令
和
元
年
10
月
分

◦
令
和
２
年
２
月
分

※
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課☎

82
︱
７
０
２
６

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し
に
伴
う
変
更
申

し
出
の
受
け
付
け
を
一
時

停
止
し
ま
す
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近
年
救
急
件
数
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
救
急
出
動
件
数

が
多
く
な
れ
ば
、
必
然
的
に
遠

く
の
救
急
隊
が
出
動
す
る
確
率

が
高
ま
る
た
め
、
現
場
へ
の
到

着
時
間
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
救

え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
１
１
９
番
通
報

す
る
前
に
、
救
急
車
が
本
当
に

必
要
か
、
も
う
一
度
考
え
て
く

だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
迷
わ
ず
救

急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

◦
言
葉
が
出
に
く
い
。
突
然
片

　

方
の
手
足
に
力
が
入
り
に
く

　

く
な
っ
た
。

◦
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う

　

に
痛
い
。

◦
頭
が
割
れ
る
よ
う
な
痛
み
。

　

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

　

い
よ
う
な
痛
み
。

◦
息
苦
し
い
。
呼
吸
が
し
に
く

　

い
。

◦
意
識
が
な
い
。
け
い
れ
ん
を

　

起
こ
し
て
い
る
。

救
急
車
の
誤
っ
た
利
用
例

◦
今
日
は
通
院
日
、
入
院
日
だ

　

か
ら
。

◦
車
が
な
い
か
ら
。

◦
早
く
診
察
し
て
も
ら
え
る
か

　

ら
。

◦
タ
ク
シ
ー
だ
と
お
金
が
か
か

　

る
か
ら
。

◦
そ
れ
ほ
ど
痛
く
な
い
け
ど
心

配
だ
か
ら
。

◦
不
安
だ
か
ら
、
話
を
聞
い
て

ほ
し
い
か
ら
。

タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
い
呼
び
方

◦
夜
中
に
救
急
車
を
呼
ん
だ
ら

近
所
迷
惑
だ
か
ら
、
朝
ま
で

我
慢
し
た
。

◦
動
け
な
く
な
り
1
日
様
子
を

み
た
が
、
良
く
な
ら
な
い
の

で
救
急
車
を
呼
ん
だ
。

　

救
急
車
（
１
１
９
通
報
）
を

呼
ぶ
か
迷
っ
た
場
合
は
、
香
川

県
救
急
電
話
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、

工
業
統
計
調
査
を
６
月
１
日
時

点
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国

に
お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計

法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る

基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ

び
地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
調
査
票
に
ご
記
入

い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
作

成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な

ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象

　

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の

　

製
造
事
業
所

　

調
査
方
法
な
ど
調
査
を
お
願

い
す
る
製
造
事
業
所
に
は
、

本
年
５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か

け
て
統
計
調
査
員
が
調
査
票
を

持
っ
て
お
伺
い
す
る
か
、
ま
た

は
国
か
ら
直
接
郵
送
で
届
き
ま

す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
・
必
要

性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課

　

☎
82
︱
７
０
０
０

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち

の
方
は
、
全
国
救
急
受
診
ア
プ

リ
「
Ｑ
助
（
き
ゅ
ー
す
け
）」

も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

急
な
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
、
症
状
の
緊
急
度
を
素
早
く

判
断
す
る
た
め
に
、
消
防
庁
が

提
供
し
て
い
る
ア
プ
リ
で
す
。

当
て
は
ま
る
症
状
を
画
面
上
で

選
択
し
て
い
く
と
、
緊
急
度
の

目
安
が
わ
か
り
、
必
要
な
対
応

が
表
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
緊

急
度
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
場

合
は
、
ア
プ
リ
か
ら
１
１
９
番

に
電
話
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
消
防
本
部

　

☎
62
︱
２
２
２
０

　

5
月
18
日
か
ら
6
月
16
日

に
か
け
て
、
中
山
ホ
タ
ル
の

里
の
ホ
タ
ル
が
見
ご
ろ
を
迎

え
、
期
間
中
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
一
粒
の
種
が
ガ
イ

ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
（
幼
虫
）
の
観
察
も
で
き

ま
す
の
で
、
鑑
賞
・
観
察
を

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

一
粒
の
種
事
務
局

☎
０
９
０
︱
４
５
０
７
︱
２
１
５
５

見
て
読
ん
で
　
覚
え
て
実
践

交
通
標
語

　

小
豆
島
町
交
通
安
全
母
の

会
で
は
、
交
通
事
故
の
減
少

を
願
っ
て
、
小
豆
警
察
署
の

協
力
の
も
と
交
通
標
語
を
作

成
し
、
町
内
の
小
学
校
を
は

じ
め
と
す
る
公
共
施
設
や
バ

ス
停
、
バ
ス
車
内
に
掲
示
し

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
家
族

で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
家
庭
か
ら
交
通
安
全

運
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課

☎
82
︱
７
０
０
５

中
山
ホ
タ
ル
の
里
で

　
ホ
タ
ル
を
鑑
賞

し
ま
せ
ん
か

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

製
造
業
者
の
皆
さ
ま
へ

工
業
統
計
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

コ
ウ
ち
ゃ
ん

夜間の急な病気には
病院に行く前に、まずは相談！
☆☆ 救急電話相談 ☆☆
小児向け：♯8000
一般向け：☎087-812-1055
受　　付：毎日19時～翌朝8時
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　3月16日、道の駅小豆島オリーブ公園において、
国産オリーブオイルの日本一を決定する「日本オ
リーブオイル品評会」の表彰式が行われました。
　小豆島にオリーブが植栽されて110年を記念し、
国産オリーブオイルの品質向上や消費拡大に寄与す
ることを目的に開催されたもので、香川県ほか7県
から出品された44社81製品のオリーブオイルを
香川県小豆オリーブ研究所で12人の審査員が国際
基準に沿って官能評価を行い、香りや味を審査しま
した。上位受賞製品は左記のとおりです。
　また、表彰式の後はオリーブオイルの試飲や山形
県の「アル・ケッチァーノ」オーナーシェフ奥田政
行さんによる「オリーブFOODセミナー」が開かれ、
香川県産野菜とオリーブオイルを使った家庭で簡単
に作ることができるサラダやパスタが振る舞われま
した。

　3月18日、19日に道の駅小豆島オリーブ公園におい
て、香川大学、群馬大学、明治大学の3大学による自動
運転の公道実験とパネルディスカッションが開催されま
した。
　自動で走行する車に対する地域社会の受容性を調査
し、自動走行の課題を検討することを目的とし、高齢者
や観光客などの移動手段が今後ますます必要となってく
る小豆島で県内初となる実証実験が行われました。車両
には障害物を検知するレーザーやセンサー、GPS、カ
メラなどが取り付けられており、オリーブ公園とオリー
ブナビ小豆島の間を時速20km以下で走行しました。
　19日は大学教授や小豆島青年会議所の方による自動
運転の可能性や地域の果たす役割等の発表やパネルディ
スカッションが行われ、参加者も一緒になって自動運転
による明るい未来に向けた意見が交わされました。

小豆島オリーブ公園が
　　　　　　農林水産大臣賞を受賞

日本オリーブオイル品評会表彰式

（一財）

動運転の実用化を目指して
自動運転車が小豆島にやってくる！

自

まちの話題については、小豆島町公式フェイスブックページ
　   （https://facebook.com/shodoshimacho）でも、随時情報を掲載しています。

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎82-7000

賞　　　名 会　社　名 製　品　名

農林水産大臣賞 一般財団法人
小豆島オリーブ公園

県（市町)名

香川県
（小豆島町）

小豆島産 手摘み
一番搾り エクストラ

バージンオリーブ
オイル（ミッション）

株式会社 八木農園 香川県
（小豆島町）ミッション 早摘み香川県知事賞

株式会社
オリーブ園

株式会社
オリーブ園

有限会社 創樹

香川県
（小豆島町）

香川県
（小豆島町）

香川県
（小豆島町）

香川県
（小豆島町）

香川県
（高松市）

香川県
（高松市）

せとのめぐみ 小豆島産
100%エキストラバージン

オリーブオイル
香川県議会議長賞

香川県
農政水産部長賞

1st-ORIGIN エキストラ
バージンオリーブ

オイル 小豆島産100%
自家栽培手摘み一番搾り

エキストラバージン
オリーブオイル 

ミッション・マイルド

有限会社 創樹
香川県

（高松市）

自家栽培手摘み一番搾り
エキストラバージン

オリーブオイル 
ミッション・ミディアム

有限会社 創樹 香川県
（高松市）

自家栽培手摘み一番搾り
エキストラバージン

オリーブオイル 
ミッション・ミディアム

（県内受賞製品のみ掲載）

有限会社 創樹 香川県
（高松市）

自家栽培手摘み一番搾り
エキストラバージン

オリーブオイル 
ミッション・マイルド

オリーブ植栽
110周年記念事業
実行委員会長賞

香川県オリーブ
生産者ネットワーク

会長賞

一般社団法人
日本オリーブオイル

ソムリエ協会
理事長賞

一般社団法人
日本オリーブオイル

テイスター協会
会長賞

株式会社 鶴亀園

空井農園

太陽の煌 ミッション

小豆島の農家が作った
オリーブ油
ミッション

東洋オリーブ
株式会社

小豆島産エキストラ
バージンオリーブ

オイル[ミッション種]
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く
ら
し
の
情
報

5月
May

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

※
今
回
か
ら
、
町
外
の
方
で
も

町
営
住
宅
に
応
募
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
競
合
し
た

場
合
は
町
内
の
方
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
居
者
の
決
定　

公
開
抽
選

※
詳
細
は
、
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

☎
82
︱
７
０
０
９

日
時　

6
月
2
日
㈰

　
　
　

10
時
～
16
時　

場
所　

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

　
　
　

オ
リ
ビ
ア
ン
小
豆
島

内
容　

ヨ
ー
ガ
療
法
士
に
よ

る
ヨ
ー
ガ
セ
ラ
ピ
ー
、
ク

リ
パ
ル
ヨ
ガ
、
笑
い
ヨ
ガ
、

や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
な
ど

対
象
者　

ど
な
た
で
も

定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

必
要
な
も
の

　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、　

飲
み
物

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
な
い
方
は
バ

ス
タ
オ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

で
も
大
丈
夫
で
す
。

服
装　

ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
動
き
や

　

す
い
服
装

参
加
費

　

前
売
：
３
，０
０
０
円（
税
込
）

　

当
日
：
４
，０
０
０
円（
税
込
）

 （
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
付
き
）

※
土
庄
港
か
ら
送
迎
バ
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
詳
細
は
小
豆
島
国

際
ヨ
ガ
デ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.shim

ayoga.
net

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
国
際
ヨ
ガ
デ
ー
実
行

　

委
員
会

☎
０
９
０
︱
５
９
１
２
︱
５
８
４
１

☎
０
９
０
︱
２
９
２
１
︱
４
５
８
８

　

真
向
法
体
操
は
、
4
つ
の
動

作
で
手
軽
に
で
き
、
足
や
腰
を

柔
ら
か
く
し
て
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
健
康
体
操
で
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

6
月
3
日
㈪

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

安
田
公
民
館

講
師　
（
公
社
）
真
向
法
協
会

　

指
導
部
長　

佐
藤
康
彦
先
生

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）
小
豆
島
真
向
会

☎
82
︱
０
８
７
５

①
表
計
算
ソ
フ
ト
の
業
務
活
用

日
時　

6
月
4
日
㈫

　
　
　

9
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

土
庄
町
立
中
央
公
民
館

講
師　

株
式
会
社
穴
吹
カ
レ
ッ

　

ジ
サ
ー
ビ
ス

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
２
，１
６
０
円
（
税
込
）

申
込
期
限　

５
月
20
日
㈪

②
業
務
に
役
立
つ
表
計
算
ソ
フ

　

ト
の
関
数
の
活
用

日
時　

6
月
5
日
㈬

　
　
　

9
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

土
庄
町
立
中
央
公
民
館

講
師　

株
式
会
社
穴
吹
カ
レ
ッ

　

ジ
サ
ー
ビ
ス

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
２
，１
６
０
円
（
税
込
）

申
込
期
限　

5
月
20
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
産
性
向
上
人
材
育
成
支

援
セ
ン
タ
ー
（
独
立
行
政

法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職

者
雇
用
支
援
機
構　

香
川

県
支
部
）

☎
０
８
７
︱
８
６
７
︱
６
７
２
８

　

小
豆
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
小
豆
島
町
介
護

保
険
施
設
に
お
い
て
、
洗
濯
業

務
に
従
事
す
る
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
従
事
す
る
曜
日
や

時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
個
別
相

談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
人
程
度

年
齢
要
件　

概
ね
60
歳
以
上

業
務
内
容

　

介
護
保
険
施
設
の
洗
濯
業
務

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ　
　

　

ン
タ
ー

☎
75
︱
２
０
０
７

募
集
団
地
（
２
戸
）

　

小
坪
団
地
Ａ
１
０
３
号
室

　

蒲
生
団
地
２
２
２
号
室

募
集
期
間

　

５
月
７
日
㈫
～
17
日
㈮

家
賃　
世
帯
の
所
得
に
よ
り
決
定

申
し
込
み
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方

②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

（
原
則
60
歳
以
上
の
方
・
身

体
に
障
害
の
あ
る
方
【
手
帳

１
～
４
級
】
な
ど
は
、
１

人
で
も
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。）

③
申
込
者
と
同
居
者
全
員
の
所

得
を
合
算
し
、
控
除
額
を

差
し
引
い
た
所
得
額
が
基

準
【
月
15
万
８
千
円
以
下
】

に
該
当
し
て
い
る
方

④
町
税
お
よ
び
町
が
定
め
て
い

る
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
家
賃
・
共
益
費
・
自
治
会
費

お
よ
び
敷
金
（
３
か
月
分
）

を
納
め
ら
れ
る
方

⑥
申
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
町

内
居
住
者
で
あ
る
連
帯
保

証
人
を
た
て
ら
れ
る
方

※
今
回
か
ら
、
契
約
に
必
要
な

連
帯
保
証
人
は
１
名
に
な
り
ま

す
。

募
集

R
ecru

itm
en

t

洗
濯
業
務
の
会
員
募
集

小
豆
島
国
際
ヨ
ガ
デ
ー

真
向
法
体
操
の
講
習
会

基
礎
的
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

お

知
ら
せ

I
n
fo

rm
a
tio

n
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①
管
理
者
の
た
め
の
問
題
解
決

　

力
向
上

日
時　

6
月
14
日
㈮

　
　
　

9
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

講
師　

株
式
会
社
マ
ネ
ジ
メ
ン

　

ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

対
象
者　

管
理
者
等

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
３
，２
４
０
円
（
税
込
）

申
込
期
限　

５
月
31
日
㈮

②
組
織
力
強
化
の
た
め
の
管
理

　
（
リ
ー
ダ
ー
育
成
編
）

日
時　

6
月
21
日
㈮

　
　
　

9
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

講
師　

株
式
会
社
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

中
堅
社
員
等

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
３
，２
４
０
円
（
税
込
）

申
込
期
限　

6
月
7
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
産
性
向
上
人
材
育
成
支

援
セ
ン
タ
ー
（
独
立
行
政

法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職

者
雇
用
支
援
機
構　

香
川

県
支
部
）

☎
０
８
７
︱
８
６
７
︱
６
７
２
８

「
糖
尿
病
と
脳
神
経
障
害
」

日
時　

５
月
15
日
㈬

　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所　

小
豆
島
中
央
病
院
１
階

　
　
　

ふ
れ
あ
い
広
場

講
師　

本
城
脳
神
経
外
科
医
師

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
中
央
病
院　

内
科

☎
75
︱
１
１
２
１

日
時
・
場
所

◦
5
月
10
日
㈮
（
要
予
約
）

　

10
時
～
15
時

　

小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階

　

会
議
室
5　

◦
5
月
15
日 

㈬
、
24
日
㈮

　

10
時
～
15
時

　

池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階　

  

　

保
健
指
導
室

※
5
月
10
日
㈮
の
年
金
相
談

は
、
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、
事
前

に
日
本
年
金
機
構
・
高
松
東
年

金
事
務
所
ま
で
電
話
で
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

☎
０
８
７
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、

委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
課　

☎
82
︱
７
０
０
５

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー　

☎
75
︱
０
５
５
５

日
時　

5
月
21
日
㈫

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所　

小
豆
島
町
役
場
本
館

　

１
階　

打
合
室
１

相
談
内
容　

　

経
営
相
談　
（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

日
時　

5
月
21
日
㈫

　

14
時
30
分
～
16
時
10
分

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所
東
館

　

1
階　

デ
イ
ケ
ア
室

内
容　

精
神
科
医
師
に
よ
る
相

　

談（
診
察
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
予
約
制
の
た
め
、
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
総
合
事
務
所

　

保
健
福
祉
課☎

62
︱
１
３
７
３

　
　

島
旅
に
一
句

　

小
豆
島
町
観
光
協
議
会
が
島
内
の
観
光
施
設
や
船
舶
に
設
置
し

た
観
光
ポ
ス
ト
に
、
観
光
客
の
方
な
ど
が
投
句
さ
れ
た
観
光
俳
句

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
選
句
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
豆
島
観
光
俳
句　
　
　

柴
田
礼
美
・
中
田
雀
庵　

選

特
選
（
三
句
）

　

涼
風
や
分
教
場
の
低
き
椅
子　
　
　
　

東
京
都　

角
田　

龍
一

（
評
）
岬
に
残
る
分
教
場
、
小
さ
な
机
と
椅
子
教
材
が
廃
校

に
な
っ
た
時
の
ま
ま
。

教
室
の
窓
か
ら
潮
の
香
を
涼
風
が
抜
け
て
ゆ
く
、
懐
か
し
い

風
景
。

　

潮
風
の
匂
ふ
教
場
初
つ
ば
め　
　
　
　

愛
媛
県　

渡
辺　

寿
美

（
評
）小
豆
島
に
残
る
分
校
に
、
つ
ば
め
が
毎
年
南
か
ら
の
潮

風
と
と
も
に
古
巣
に
戻
る
。

そ
の
様
子
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
停
に
醤
油
大
樽
梅
雨
湿
り　
　
　

千
葉
県　

佐
藤
美
智
子

（
評
）島
の
東
部
は
昔
か
ら
醤
油
造
り
が
盛
ん
で
す
。
醤
油
を

造
る
た
め
の
役
目
を
終
え
た
樽
を
道
端
に
出
し
て
い
る
情
景

を
詠
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

佳
作
（
七
句
）

　

分
教
場
の
床
拭
き
ぬ
か
れ
冬
温
し　
　

広
島
県　

高
橋
み
ど
り

　

戦
な
き
島
よ
岬
の
春
の
波　
　
　
　
　

香
川
県　

島
田　

章
平

　

出
席
簿
松
ち
ゃ
ん
見
つ
け
蝉
し
ぐ
れ　
鹿
児
島
県　

赤
崎　

隆
志

　

万
緑
の
渓
を
昇
り
し
鳶
の
笛　
　
　
　

群
馬
県　

茂
木　

秀
信

　

紅
葉
散
り
城
址
伝
ふ
る
碑
の
残
る　
　

岡
山
県　

龍　
　

聴
蓉

　

映
画
村
せ
り
ふ
の
や
う
な
昼
ち
ち
ろ　

新
潟
県　

小
熊
千
恵
子

　

秋
灯
や
島
の
港
に
太
鼓
台　
　
　
　
　

東
京
都　

仙
波　

玉
藻

※
平
成
30
年
2
月
～
平
成
31
年
1
月
分　

投
句
数　

８
８
０
句

相
談

A
d
v
ice

年　

金　

相　

談

思
春
期
相
談

生
産
性
向
上
支
援
訓
練

糖
尿
病
教
室

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています
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５月　くらしのカレンダー
10日 金 年金相談（要予約）10：00〜15：00　小豆島町役場西館２階会議室５

14日 火
知財総合支援窓口（要予約）11：00〜15：30　小豆島町役場本館１階打合室２
心配ごと相談所　13：30〜15：30　小豆島町役場西館１階相談室３
行政相談　　　　13：30〜16：00　小豆島町役場西館１階相談室３

15日 水 年金相談　　　　10：00〜15：00　池田保健センター1階保健指導室
16日 木 健康相談　　　　10：00〜11：00　小豆島町役場西館１階保健センター

17日 金
健康相談　　　　 9：30〜10：30　草壁会館
食の教室Ｋ’ｓキッチン　10：00〜13：00　池田保健センター
健康相談　　　　13：30〜14：30　城山会館

20日 月
健康相談　　　　10：00〜11：00　吉田地区浜集会所
行政相談　　　　13：30〜16：00　池田保健センター1階保健指導室

21日 火

健康相談　　　　10：00〜11：00　当浜第二集会所
よろず小豆島サテライト　10：00〜16：00　小豆島町役場本館１階打合室１
思春期相談（要予約）14：30〜16：10　小豆総合事務所東館１階デイケア室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

23日 木 ２歳児歯科健診　13：15〜14：30受付　小豆島町役場西館１階保健センター
（対象児：平成28年9月～平成29年2月生まれ）

24日 金

すくすくルーム　10：00〜12：00　イマージュセンター
（対象児：平成31年3月生まれ）
年金相談　　　　10：00〜15：00　池田保健センター1階保健指導室

家族相談（要予約）14：00〜15：30　小豆総合事務所東館２階会議室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

28日 火 心配ごと相談所　13：30〜15：30　池田保健センター1階保健指導室

29日 水

４か月児健診　　 9：00〜 9：30受付　
小豆島町役場西館１階保健センター（対象児：平成30年12月14日～平成31年2月28日生まれ）

10か月児健診　 10：00〜10：30受付
（対象児：平成30年6月14日～8月29日生まれ）

町内の
【3月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 1 3 5
負 傷 者 2 4 6
死 亡 者 0 0 0

火　　災 0 0 3
救　　急 66 199 226

【譲ります】

【求めます】

整理タンス　幅100×高さ197
洋服タンス　幅135×高さ197
シングルベット
米びつ付レンジ台　約60×180
イス　2脚　食卓用

琴
小豆島中学校制服
（ズボン以外）男子用180㎝
小豆島中央高校制服
（ズボン以外）男子用185㎝
星城幼稚園体操服
　半袖、長袖の上下　110㎝～130㎝
チャイルドシート
ラジカセ
自転車　20インチ

無償
無償
無償
無償
無償

有償・無償
無償

無償

無償

無償
無償
無償

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎ 82 − 7008）

役場では品物を預かっていません。
また、家電4品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵 ( 凍）庫・エアコン）については、リ
サイクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。

20インチの自転車(新品）、男児洋服、ダ
イニングテーブルはリサイクルできまし
た。ご協力ありがとうございました。

寄　付みなさんからの

小豆島町社会福祉協議会へ
　▷株式会社小豆島互助センター
　▷森岡　登（西村）

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル情報
（2・3月受付分）

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力をお
伝えしています。
　5月は、「瀬戸内国際芸術祭2019開幕（小豆島の恋、福武ハウス、三都半島）」、「オ
リーブの花の咲く頃」などの話題をお届けする予定です。※放送内容は、変更になる場合
があります。

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）では、小豆島のホッ
トなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25〜8：30

納期月の末日が納期限です（土・日・祝・金融機関休業日と重なる場合はその翌営業日）

　　　　　　　　　納期限税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期

今 月 の 納 税

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

（敬称略）
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現
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か
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ょ
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い平さ

ん

　

私
が
小
豆
島
に
移
住
し
た
の

は
２
０
１
８
年
5
月
と
な
り
ま

す
。

　

元
々
、
温
泉
旅
館
や
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
な
ど
観
光
業
界
に

従
事
し
て
い
た
私
は
、
小
豆
島

の
観
光
の
魅
力
に
魅
せ
ら
れ
て

移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。
現
在

私
は
、
二
十
四
の
瞳
映
画
村
に

て
就
業
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
主
な
担
当
は
営
業
・
企

画
・
運
営
業
務
で
す
。

　

日
本
国
内
や
海
外
を
訪
問
し

小
豆
島
の
魅
力
を
伝
え
、
旅
行

会
社
に
小
豆
島
の
ツ
ア
ー
商
品

を
造
成
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

小
豆
島
の
観
光
客
数
は
日
本

全
国
の
離
島
と
し
て
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
人
数
で
す
。
昨
年

２
０
１
８
年
度
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ト
ラ

ベ
ル
発
表
の
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
離

島
」
観
光
客
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
６
，８
５
２
の
島
々
の
内
、

４
１
８
島
が
有
人
島
と
言
わ

れ
、
中
で
も
小
豆
島
は
１
位
に

輝
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
小
豆

島
は
産
業
・
商
業
・
観
光
業
な

ど
多
く
の
地
場
産
業
が
あ
り
、

ま
さ
に
宝
の
島
と
言
え
ま
す
。

こ
の
小
豆
島
で
観
光
に
携
わ
り

た
い
と
の
想
い
が
移
住
の
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
十
四
の
瞳
映
画
村
で
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く

に
当
た
り
、
も
う
一
つ
の
大
切

な
役
割
は
、
『
二
十
四
の
瞳
』

の
作
品
や
「
壺
井
栄
」
さ
ん
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で

す
。
私
自
身
小
豆
島
に
移
住
し

た
際
に
は
、
こ
の
作
品
・
作
家

の
偉
大
さ
に
ま
だ
ま
だ
気
付
い

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
豆

島
の
島
民
の
方
々
の
活
動
、
熱

い
想
い
を
目
の
当
り
と
し
、
責

任
あ
る
仕
事
と
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
今
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
人
と
人
の
繋
が
り
・
絆
を
描

く
こ
の
作
品
を
現
代
の
人
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
は
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

小
豆
島
に
は
現
在
で
も
数
多
く

の
訪
日
客
が
お
越
し
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
益
々
の
世
界

各
国
か
ら
の
観
光
客
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
将
来
的
に
は
小
豆

島
の
魅
力
に
魅
せ
ら
れ
た
外
国

人
が
私
達
と
同
じ
よ
う
に
小
豆

島
に
移
住
し
集
う
事
が
私
の
目

標
で
す
。
今
で
も
多
く
の
映
像

が
撮
ら
れ
る
風
光
明
媚
な
小
豆

島
、
こ
の
島
で
暮
ら
し
、
こ
の

仕
事
に
従
事
で
き
る
こ
と
を
私

の
誇
り
と
し
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。
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福
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３
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

【
お
め
で
た
】

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

人
動
の

き

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
け
出
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◎
出　
　

生　

（
1
人
）

◎
婚　
　

姻　

（
１
組
）

◎
死　
　

亡　

（
13
人
）

2019.５ 24

▽
４
月
26
日
か
ら
４
回

目
と
な
る
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
２
０
１
９
が
開

幕
し
ま
し
た
。

　

小
豆
島
で
は
、
38
の

作
品
と
４
つ
の
イ
ベ
ン

ト
が
展
開
さ
れ
ま
す
の

で
、
ア
ー
ト
作
品
を
鑑

賞
し
な
が
ら
、
小
豆
島

の
自
然
や
海
の
幸
も
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

歯
と
口
の
健
康
週
間
行
事

日
時　

6
月
2
日
㈰

　
　
　

9
時
～
11
時
30
分

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

内
容　

ハ
ミ
ガ
キ
指
導
、
フ
ッ　
　

　

素
塗
布
、
歯
垢
染
色

※
対
象
は
6
歳
ま
で
で
す
べ
て

無
料
で
す
。

あとがき
　　　　（編集を終えて）

細
川
彩あ

や

乃の

赤
ち
ゃ
ん

女性
別

洋

平

保
護
者

池

田

地　

区

人　口
男　性
女　性
世帯数

人
人
人
世帯

（△ 93 人）
（△ 46 人）
（△ 47 人）

（△ 15）

（４月１日現在（　）内は前月比）

13,966
6,604
7,362
6,276


